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鹿児島県日置市 
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TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063

東市来支所 
TEL 099（274）2111 

日吉支所 
TEL 099（292）2111 

吹上支所 
TEL 099（296）2111

№19 平成18年12月号 

講師の指導を受けながら、真剣な
眼差しでろくろを回す。世界に一つ
しかない自分だけの薩摩焼。体験コー
ナーでは親子連れなどが秋の美山の
風を感じながら作陶を楽しみました。
（美山窯元祭り Ｐ10関連記事）

今月の
表 紙

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.05椙

総人口 52,898人（△47） 

　　男 24,688人（△43） 

　　女 28,210人（△ 4） 

世帯数 22,323（△ 6） 
12月1日現在（　）は前月比 

http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

わ
が
地
域 

吉
利
中
区
自
治
会（
日
吉
地
域
） 

森
護
川
の
恵
み
に
感
謝
し
、地
域
一
体
の
活
動 

吉
利
中
区
自
治
会
は
、
日
吉
地

域
吉
利
地
区
の
中
心
に
位
置
し
、

森
護
川
が
流
れ
る
農
村
地
域
。
平

成
十
八
年
十
二
月
一
日
現
在
で
百

九
十
八
世
帯
、
四
百
五
十
七
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
が
兼
業
農
家
で
、
主

に
米
や
甘
藷
が
特
産
品
。
年
間
を

通
し
て
様
々
な
活
動
に
取
り
組
み
、

農
村
振
興
運
動
も
自
治
会
単
位
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

よ
し
　
　
と
し
　
　
な
か
　
　
く 

七 

森 

集
落
で
構
成
さ
れ
る
吉
利
中

区
自
治
会
。
中
心
に
森
護
川

が
流
れ
る
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。

自
治
会
に
は
四
十
ア
ー
ル
の
畑
が
あ

り
、
毎
年
甘
し
ょ
を
栽
培
。
五
月
の

植
え
付
け
、
十
一
月
の
収
穫
は
、
年

間
の
行
事
と
し
て
住
民
総
出
で
行
っ

て
い
ま
す
。
自
治
会
で
は
「
営
農
推

進
委
員
会
」
を
組
織
。
甘
し
ょ
収
穫

ま
で
の
管
理
作
業
は
も
と
よ
り
、
農

村
振
興
運
動
も
自
治
会
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
自

治
会
の
活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
「
村

づ
く
り
推
進
委
員
会
」
を
組
織
し
、

各
種
講
演
会
へ
の
参
加
、
視
察
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

護
川
は
地
域
農
業
に
欠
か
せ

な
い
も
の
。
地
域
の
中
心
を

流
れ
、
田
畑
を
潤
す
大
切
な
川
で
あ

る
た
め
、
自
治
会
で
は
二
月
と
七
月

の
年
二
回
、
森
護
川
清
掃
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

域
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ば

中
区
祭
り
。
十
二
月
三
日
に

吉
利
中
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
こ

の
祭
り
で
は
、
野
菜
品
評
会
を
は
じ

め
、
餅
つ
き
や
「
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
審
査
発
表
な
ど
が
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
住
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
の
伝
統
芸
能
は
、
毎
年
三

月
に
伊
勢
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
疱
瘡

踊
り
や
吉
利
中
区
太
鼓
踊
り
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
せ
っ
ぺ
と
べ
で
奉
納
す

る
太
鼓
踊
り
は
、
吉
利
地
区
の
北
区
、

中
区
、
南
区
自
治
会
が
輪
番
で
奉
納

し
て
お
り
、
来
年
は
中
区
の
当
番
に

な
っ
て
い
ま
す
。

年
四
月
に
は
吉
利
地
区
（
北
区
、

中
区
、
南
区
）
で
地
区
公
民

館
を
設
立
す
る
た
め
、
現
在
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
設
立
準
備
委
員
長

を
務
め
る
春
成
さ
ん
。「
中
区
自
治

会
や
こ
れ
か
ら
設
立
さ
れ
る
吉
利
地

区
公
民
館
で
も
、
住
民
全
員
が
参
加

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。」

地 

来 

▲ 住民総出で行われる甘しょ植え付け

編

集
た
い
む

日
吉
地
域
吉
利
中
区
自
治
会
の
中
区
祭

り
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。前
日
の
準
備

か
ら
当
日
の
進
行
に
大
忙
し
の
運
営
委
員

を
よ
そ
に
、公
民
館
に
は
た
く
さ
ん
の
人

が
集
ま
り
、に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し

た
。中
で
も
、つ
き
た
て
餅
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

は
一
番
人
気
。餅
米
の
い
い
に
お
い
が
漂

う
広
場
の
一
角
で
杵
と
臼
で
つ
か
れ
る
餅

は
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
。つ
く
方
も
大

変
で
す
。▼
地
域
で
は
、住
民
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
と
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
い
き
い
き
人
」で
紹
介
し
た
比

良
さ
ん
も
、イ
ベ
ン
ト
運
営
で
人
と
の
交

流
を
図
り
な
が
ら
、地
域
を
活
性
化
さ
せ

よ
う
と
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

▼
二
〇
〇
六
年
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
。皆

さ
ん
は
今
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し

た
か
？

私
は
と
い
え
ば
、毎
月
の
締
切
に

追
わ
れ
、た
だ
バ
タ
バ
タ
と
し
て
い
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。し
か
し
、取
材
を
す
る

中
で
、た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、そ
の
地

域
の
人
や
自
然
に
触
れ
、い
ろ
ん
な
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。ま
た
、快
く

取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。▼
さ
て
二
〇
〇
七
年
。ど

ん
な
年
に
な
り
ま
す
か
！
皆
さ
ん
よ
い
お

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

○

会長　春山 道夫さん 

▲ 地域の中心を流れる森護川▲ たくさんの人出でにぎわった中区祭り

ま
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　皆さんが納める税金や、国・県からの補
助金は、私たちの生活をよりよくするため
にさまざまな形で使われています。 
　今回、12月議会定例会で認定された平
成17年度決算について、これらがどのく
らい納められ、どのように使われているか
を知っていただくために、日置市財政状況
の作成及び公表に関する条例に基づき報告
いたします。 

自
主
財
源
三
割
依
存
財
源
七
割 

市
税
は
全
体
の
15
・
5
％
 

市
民
一
人
当
た
り
約
七
万
三
千
円
を
負
担 

市
民
一
人
に
約
四
十
三
万
二
千
円
を
支
出 

平成17年度

決算を
公表します

自

依

存

主

市 民 税 14億6,614万8千円
固定資産税 20億5,097万9千円
軽自動車税 1億1,165万9千円
市町村たばこ税 2億4,853万7千円
入 湯 税 391万7千円

財

財

源

源

歳 入
251億

8,335万9千円

歳 出
（目的別）

230億
7,399万5千円

38億8,124万円
15.5％

市　税 

43億4,110万円
17.2％

市　債 

19億4,461万2千円
7.7％

繰入金 

61億7,058万6千円
24.5％

地方交付税 

29億4,463万7千円
11.7％

国庫支出金 

17億4,342万8千円
6.9％

県支出金 

7億3,726万1千円
2.9％

分担金・負担金 
使用料・手数料 

12億3,169万4千円
4.9％

地方譲与税・地方消費税交付金 
その他 

21億8,880万1千円
8.7％

諸収入・財産収入・寄附金 

45億5,990万8千円
19.8％

民生費 

38億8,931万5千円
16.9％

土木費 

38億8,655万2千円
16.8％

教育費 37億1,573万1千円
16.1％

公債費 

22億4,822万4千円
9.7％

衛生費 

22億3,953万5千円
9.7％

総務費 

13億1,077万6千円
5.6％

農林水産費 
6億1,232万1千円

2.7％

消防費 

6億1,163万3千円
2.7％

災害復旧費・議会費・その他 

 

 

 

 

 

市民1人当たり 
総額  72,646円 

固定資産税 

38,389円 

4,652円 

73円 

27,442円 

2,090円 

市民税 

軽自動車税 

市たばこ税 

入湯税 
市
役
所 

市 

債 

 

  

 

 

  

 

市民1人当たり 
総額  431,879円 

22,909円 24,534円 

42,080円 

72,745円 

41,918円 

69,548円 

72,797円 85,348円 

土木費 民生費 

総務費 

公債費 

衛生費 

教育費 

消防費・災害復旧費・ 
議会費・その他 

農林水産費 

平
成
十
七
年
度
決
算
は
、平
成
十
七
年
五

月
一
日
の
合
併
後
の
十
一
ヵ
月
間
の
決
算

で
あ
り
、継
続
事
業
を
中
心
に
社
会
基
盤
整

備
事
業
の
市
民
生
活
に
密
着
し
た
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

下
の
グ
ラ
フ
か
ら
市
に
入
っ
て
く

る
お
金
で
あ
る「
歳
入
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。歳
入
の
大
部
分
は
国
や
県
な
ど
に
頼

る
お
金
で
依
存
財
源（
六
五
・
二
％
）と
よ
ば

れ
る
も
の
で
す
。そ
の
ト
ッ
プ
が
、市
が
一

定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
保
つ
た
め
に

交
付
さ
れ
る「
地
方
交
付
税
」で
全
体
の
二
四
・

五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。次
に
多
い
の
が
、

大
き
な
事
業
を
す
る
と
き
に
財
源
の
不
足

分
を
長
期
で
借
り
入
れ
る「
市
債
」で
す
。過

疎
債
を
は
じ
め
、事
業
の
緊
急
度
や
効
果
を

十
分
に
考
慮
し
有
利
な
も
の
を
選
び
、全
体

の
一
七
・
二
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、市
が
自
ら
賄
え
る
お
金
で
、自
主

財
源（
三
四
・
八
％
）と
よ
ば
れ
る
も
の
の
う

ち
、最
も
多
い
の
が
、皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
た「
市
税
」で
、三
十
八
億
八
千
百

二
十
四
万
円（
一
五
・
五
％
）。次
に
多
い
の

が
各
基
金
か
ら
の「
繰
入
金
」で
七
・
七
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

次
に
使
わ
れ
る
お
金
で
あ
る「
歳
出
」

を
目
的
別
に
下
の
グ
ラ
フ
か
ら
み
て

み
ま
す
。「
民
生
費
」が
ト
ッ
プ
で
四
十
五
億

五
千
九
百
九
十
万
八
千
円
と
全
体
の
一
九
・

八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。次
に
多
い
の
が
道

路
整
備
や
住
宅
建
設
整
備
、公
園
整
備
な
ど

に
使
わ
れ
る「
土
木
費
」で
全
体
の
一
六
・
九

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳入 

歳出 

国民健康保険
特別会計
老人保健医療
特別会計
特別養護老人ホー
ム事業特別会計
公共下水道事
業特別会計
農業集落排水
事業特別会計
国民宿舎事業
特別会計
国民保養センター及び老人
休養ホーム事業特別会計
温泉給湯事業
特別会計
公衆浴場事業
特別会計
飲料水供給施
設特別会計
住宅新築資金等貸
付事業特別会計
簡易水道事業
特別会計
介護保険特別
会計

水道事業会計

国民健康保険
病院事業会計

歳入決算額

58億5,788万1千円

87億3,804万5千円

3億3,776万2千円

5億3,250万7千円

4,549万8千円

2億7,144万4千円

1億4,015万5千円

565万3千円

1,388万6千円

83万円

1,101万7千円

3億2,926万6千円

25億6,852万3千円

4億6,536万2千円

3億3,400万円

歳出決算額

55億5,417万8千円

87億3,804万5千円

2億9,369万4千円

5億2,260万5千円

4,157万円

2億5,139万8千円

1億3,029万4千円

379万5千円

817万7千円

63万8千円

1,076万1千円

2億9,132万3千円

23億8,360万8千円

4億4,056万円

3億3,676万4千円

歳入歳出差引額

3億370万3千円

0円

4,406万8千円

990万2千円

392万8千円

2,004万6千円

986万1千円

185万8千円

570万9千円

19万2千円

25万6千円

3,794万3千円

1億8,491万5千円

2,480万2千円

△276万4千円

区 分

特別会計及び公営事業会計決算 
平
成
十
七
年
五
月
一
日
現
在
の
住
民
基

本
台
帳
人
口
で
、市
民
一
人
当
た
り
に
換
算

し
て
み
ま
す
。

歳
入
の
う
ち「
市
税
」は
市
民
一
人
当
た

り
七
万
二
千
六
百
四
十
六
円
の
負
担
と
な

り
ま
し
た
。内
訳
は
、全
体
の
五
二
・
八
％
を

占
め
る「
固
定
資
産
税
」が
ト
ッ
プ
で
三
万

八
千
三
百
八
十
九
円
、以
下「
市
民
税
」の
二

万
七
千
四
百
四
十
二
円（
三
七
・
八
％
）、「
市

た
ば
こ
税
」の
四
千
六
百
五
十
二
円（
六
・
四

％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
歳
出
を
み
て
み
ま
す
。市
民
一
人
当

た
り
に
使
わ
れ
る
お

金
は
、総
額
で
四
十
三

万
千
八
百
七
十
九
円

と
な
り
ま
し
た
。最
も

多
い
の
が
前
述
し
た

よ
う
に
「
民
生
費
」
で

八
万
五
千
三
百
四
十

八
円
、次
い
で「
土
木
費
」

の
七
万
二
千
七
百
九

十
七
円
、「
教
育
費
」の

七
万
二
千
七
百
四
十

五
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成17年度末借入金残高

実質公債費比率

43億4,110万円

355億760万8千円

16.20％

平成17年度借入額

※実質公債費比率が18％を超えると市債の発行が一定要
件を前提に許可制となり、市債の発行が制限されます。

市債の状況 
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湯 田

鶴 丸

上 市 来

美 山

伊 作 田

皆 田

区間賞

順位

１

２

３

４

５

６

※ 第１回大会のため、
区間賞は全て区間新記録

地区名

湯 田

鶴 丸

上 市 来

伊 作 田

皆 田

美 山

所要時間

58：41

1：00：58

1：03：47

1：04：39

1：06：32

1：07：00

湯田校区、圧倒的な強さで初優勝

1,020ｍ

今
田
尚
輝

（
湯
田
）

3'25

２区

1,020ｍ

西
村
理
那

（
湯
田
）

3'30

３区

1,400ｍ

今
田
剛
志

（
湯
田
）

4'50

４区

2,600ｍ

高
橋

幸

（
鶴
丸
）

7'53

５区

730ｍ

小
園
勇
作

（
湯
田
）

2'11

６区

890ｍ

本
石
靖
卓

（
鶴
丸
）

3'38

７区

570ｍ

福
田
菜
月

（
上
市
来
）

2'00

８区

1,020ｍ

木
山
志
栞

（
湯
田
）

3'38

９区

1,400ｍ

蒲
牟
田
里
紗

（
鶴
丸
）

6'07

10区

2,600ｍ

有
馬
拓
美

（
皆
田
）

7'31

11区

730ｍ

大
庭
光
平

（
湯
田
）

2'34

12区

890ｍ

中
村
俊
幸

（
湯
田
）

3'36

13区

1,020ｍ

橘
木
理
紗

（
伊
作
田
）

3'30

14区

570ｍ

中
村

治

（
美
山
）

1'40

１区

妙円寺東Ａ

郡 Ａ

飯 牟 礼

朝日ヶ丘

妙円寺西

麓 東 西

郡 Ｂ

徳重東西Ａ

上・下方限

区間賞

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

※ コース変更のため、
区間新記録なし

地区名

妙円寺東Ａ

郡 Ａ

妙円寺西

飯 牟 礼

朝日ヶ丘

徳重東西Ａ

麓 東 西

郡 Ｂ

上・下方限

所要時間

1：36：09

1：37：00

1：39：47

1：40：23

1：40：30

1：43：34

1：47：12

1：48：16

1：51：31

1,000ｍ

3'26

２区

2,510ｍ

7'35

３区

1,050ｍ

3'31

４区

1,460ｍ

5'17

５区

2,510ｍ

7'54

６区

2,510ｍ

7'52

７区

1,000ｍ

3'48

８区

1,050ｍ

3'44

９区

1,460ｍ

4'31

10区

2,510ｍ

8'25

11区

2,510ｍ

8'17

12区

1,050ｍ

3'30

13区

1,460ｍ

5'25

14区

2,510ｍ

7'51

15区

2,510ｍ

7'55

大
津
峻
仁

（
妙
円
寺
東
Ａ
）

中
増
翔
太

（
朝
日
ヶ
丘
）

今
村
祐
美

（
郡
Ａ
）

井
上
愛
菜

（
妙
円
寺
西
）

羽
生
祥
成

（
朝
日
ヶ
丘
）

有
村
優
樹

（
郡
Ａ
）

登
山

綾

（
妙
円
寺
東
Ａ
）

烏
帽
子
勝
也

（
朝
日
ヶ
丘
）

早
瀬
道
正

（
郡
Ａ
）

徳
留
将
也

（
麓
東
西
）

今
村
拓
道

（
妙
円
寺
東
Ａ
）

柿
内
和
浩

（
妙
円
寺
東
Ａ
）

今
村

萌

（
妙
円
寺
東
Ａ
）

田
口

哲

（
妙
円
寺
東
Ａ
）

東

洋
平

（
朝
日
ヶ
丘
）

１区

和 田 Ａ

藤 元

吹 上 Ａ

和 田 Ｂ

伊 作 南

永 吉 Ａ

伊 作 北

永 吉 Ｂ

花 田 Ａ

花 田 Ｂ

吹 上 Ｂ

区間賞

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

※ 赤字は区間新記録
青字は区間タイ記録

地区名

和 田 Ａ

花 田 Ａ

永 吉 Ａ

吹 上 Ａ

伊 作 南

伊 作 北

花 田 Ｂ

藤 元

和 田 Ｂ

永 吉 Ｂ

吹 上 Ｂ

所要時間

1：00：54

1：01：13

1：03：02

1：03：54

1：06：29

1：06：59

1：07：24

1：08：18

1：09：59

1：12：05

1：13：23

1,000m

金
城
隆
志

（
和
田
Ａ
）

２区

1,800m

右
田
哲
也

（
花
田
Ａ
）

３区

1,800m

松
枝

拳

（
和
田
Ａ
）

４区

1,400m

松
澤
な
つ
み

（
花
田
Ａ
）

５区

1,800m

阿
多
一
喜

（
永
吉
Ａ
）

６区

1,500m

樽
野
莉
奈

（
伊
作
南
）

横
山
麻
美

（
永
吉
Ａ
）

７区

1,900m

松
下
静
雄

（
和
田
Ａ
）

山
口
洋
平

（
吹
上
Ａ
）

８区

1,800m

有
馬
久
光

（
花
田
Ａ
）

９区

800m

小
山
田
早
紀

（
和
田
Ａ
）

10区

1,800m

窪

浩
一

（
花
田
Ａ
）

11区

2,500m

下
野
竜
太
朗

（
和
田
Ａ
）

3'58 6'11 5'39 4'29 4'55 4'50 5'53 6'03 3'25 5'26 7'28

１区

田之尻
三叉路 今木場

錫 山
入 口

平 鹿 倉
公民館前 北 平 助 代 春尾橋 和 田 苙 岡

公園前 入 来 吹 上
支所前

スタート

ふ じ の 里
（ 藤 元 ）

第１回 東市来地域駅伝吉利体育協会Aチーム、８年ぶりの優勝 第38回 日吉地域駅伝

妙円寺東Ａが返り咲き、郡Ａの連続優勝を阻止 第２回 伊集院地域駅伝和田地区、27年ぶり３度目の優勝 第44回 吹上地域駅伝

東市来総合運動公園および遠見番山麓周回コース日吉地域一周

伊集院総合運動公園周回コース南回りコース

住 吉 Ａ

川 西 Ａ

川 東

吉 利 Ｂ

吉 利 Ａ

日 新 Ａ

川西Ｂ（オープン参加）

日新Ｂ（オープン参加）

扇 尾

住 吉 Ｂ

区間賞

１区

1,500ｍ

5'38

２区

800ｍ

2'54

３区

2,400ｍ

8'03

４区

2,500ｍ

9'17

５区

800ｍ

2'48

６区

1,100ｍ

4'03

７区

2,300ｍ

9'32

８区

3,000ｍ

10'49

９区

3,200ｍ

11'37

10区

2,100ｍ

8'25

11区

800ｍ

2'31

12区

1,900ｍ

5'56

13区

1,400ｍ

4'18

14区

1,800ｍ

6'06

15区

1,100ｍ

3'55

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

深
川
雄
太

（
住
吉
Ａ
）

有
留
駿
輔

（
川
西
Ａ
）

伊
地
知
裕

（
扇
尾
）

藤
田
大
輝

（
住
吉
Ａ
）

永
山
亜
沙
美

（
日
新
Ａ
）

今
中
芳
美

（
吉
利
Ａ
）

鳩
野
浩
志
朗

（
吉
利
Ａ
）

櫨
元
雄
司

（
住
吉
Ａ
）

中
山
雄
志

（
吉
利
Ａ
）

岡
村
浩
希

（
住
吉
Ａ
）

前
岡
麻
樹

（
住
吉
Ａ
）

山
内
広
則

（
日
新
Ａ
）

松
原

奏

（
川
西
Ａ
）

草
原

亮

（
住
吉
Ａ
）

宮
脇

誠

（
住
吉
Ａ
）

※ 赤字は区間新記録

地区名

吉 利 Ａ

住 吉 Ａ

川 西 Ａ

日 新 Ａ

川 東

吉 利 Ｂ

扇 尾

川西Ｂ（オープン参加）

住 吉 Ｂ

日新Ｂ（オープン参加）

所要時間

1：38：39

1：38：47

1：42：36

1：45：08

1：49：59

1：50：25

1：50：27

1：56：29

1：59：16

2：05：16

今 村
商会前

建設課
詰所前

山田林道
入 口

老人福祉
センター
入 口

日 吉
支所前

天司集落
踏 切 跡

池上片野
坂 畳 前

永吉坊野
三 叉 路
手 前

扇尾小前 草 見
公民館前

笠 ヶ 野
山 之 口
バス停前

上 日 置
バス停前

住 吉
五丁田橋

中 牟 礼
小正酒店
十 字 路

日吉総合
体 育 館

スタート

日 吉 総 合
体 育 館
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第1回 日置市小学校陸上記録会 第1回 日置市小学校陸上記録会 第1回 日置市小学校陸上記録会 
　10月24日、第1回日置市小学校陸上記録会が伊集院総合運動公園で行われ、市内20の小学校の
5・6年生1,046人が日頃の練習の成果を発揮しました。未来のトップアスリートたちの記録を紹介し
ます。（敬称略）

■ 種目別の日置市トップ3 ■ 

100m走

60mハードル走

800m走

走り幅跳び

走り高跳び

400mリレー

５年男子
５年女子

６年男子

６年女子

６年男子

６年女子
６年男子
６年女子
５年男子
５年女子
６年男子
６年女子
５年男子
５年女子
６年男子
６年女子
５年男子
５年女子
６年男子
６年女子

１ 位
入木 洸陽
立和名亜衣

小正 貴大

野久尾美菜

長濱 祥平

上薗 璃子
松元 光平
西村 理那
入木 洸陽
坊野 春佳
小正 貴大
永山亜沙美
横田慎太郎
森永 彩香
山増 理史
山之内樹里亜
湯 田 小
鶴 丸 小
妙 円 寺 小
湯 田 小

（妙円寺）
（ 鶴 丸 ）

（伊集院）

（ 吉 利 ）

（ 鶴 丸 ）

（伊集院）
（伊集院北）
（ 湯 田 ）
（妙円寺）
（ 永 吉 ）
（伊集院）
（ 日 新 ）
（ 湯 田 ）
（ 吉 利 ）
（妙円寺）
（ 永 吉 ）

59"8
1'03"9
57"4

1'00"7

◎13"4
15"3

◎12"8

14"6

10"1

10"7
◎2'24"5
○2'38"6
4m27
3m64
4m93
3m85
1m24
1m16
1m28
1m20

２ 位
横田慎太郎
田代 千尋

山口 賢宗

上薗 璃子

永山亜沙美
山増 理史
成田 恭子
田中 龍也
田中 麻多
山口 賢宗
野久尾美菜
白石 信彰
江藤みなみ
二反田祥平
山口理紗子
伊 集 院 小
伊 集 院 小
伊 集 院 小
鶴 丸 小

（ 湯 田 ）
（ 美 山 ）

（ 鶴 丸 ）

（伊集院）

（ 日 新 ）
（妙円寺）
（妙円寺）
（伊集院）
（伊集院）
（ 鶴 丸 ）
（ 吉 利 ）
（ 日 置 ）
（伊作田）
（伊集院）
（伊集院）

1'00"9
1'04"2
57"5

1'00"8

◎13"7
15"4

13"5

14"8
松浦 友磨 （ 美 山 ） 10"2
東 清大 （伊集院） 10"2

11"0
2'31"7
2'50"4
3m65
3m31
4m14
3m79
1m18
1m10
1m28
1m15

３ 位
切手 俊希
森永 彩香
丸田 智士
中村 貴也
下池 里奈

冨迫 茜
有留 駿輔
上川路瑞希
山之内槙二
池田とも子
井出之上悟志
元かなみ
満田 智仁
川野 亜耶
原田 崇志
八尾みさき
鶴 丸 小
伊 集 院 北 小
美 山 小
伊 集 院 小

（ 湯 田 ）
（ 吉 利 ）
（ 美 山 ）
（伊作田）
（ 湯 田 ）

（ 鶴 丸 ）
（ 日 置 ）
（伊集院北）
（ 永 吉 ）
（伊集院）
（妙円寺）
（ 鶴 丸 ）
（妙円寺）
（ 日 置 ）
（ 伊 作 ）
（ 日 置 ）

1'01"8
1'04"5
57"9

1'01"7

14"8
15"5
13"8
13"8
15"0

11"4
2'34"9
2'51"4
3m47
3m28
4m08
3m63
1m15
1m10
1m28
1m15

種 目

（◎＝新記録 ○＝タイ記録）

　長年の功労が認められ、
2006秋の叙勲で市内の4人
の方が受章されました。 

中
原
さ
ん
は
昭
和
二
十
五
年
に
伊

集
院
町
に
奉
職
以
来
、
昭
和
四
十
七

年
ま
で
議
会
事
務
局
長
、
総
務
課
長
、

収
入
役
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
労
が
認
め
ら

れ
、
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
、
十
一

月
十
六
日
に
は
、
市
役
所
で
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
十
七
日
、
荒
木
陶
窯
の
荒

木
幹
二
郎
さ
ん
が
卓
越
し
た
技
能
者

「
現
代
の
名
工
」
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

荒
木
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
一
年
に

荒
木
陶
窯
を
創
業
。
以
来
、
薩
摩
焼

制
作
に
お
い
て
幾
多
の
考
案
、
研
究

工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
技
能
向
上
に

寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
薩
摩
焼
の
知

識
、
技
能
に
卓
越
し
、
若
手
後
継
者

の
技
術
指
導
、
育
成
に
も
貢
献
し
て

い
ま
す
。

地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に

開
催
さ
れ
た
「
二
〇
〇
六
か
ご
し
ま

の
新
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
日
置

南
洲
窯
の
西
郷
さ
ん
が
県
特
産
品
協

会
理
事
長
賞
を
受
け
ま
し
た
。

日
置
南
洲
窯
は
、
昭
和
五
十
三
年

に
創
業
。
伝
統
的
な
黒
薩
摩
に
加
え
、

時
代
に
即
応
し
た
芸
術
的
な
作
品
は

評
価
が
高
く
、
こ
れ
ま
で
日
展
の
十

三
回
入
選
を
は
じ
め
数
々
の
芸
術
展

に
入
賞
し
て
い
ま
す
。

清
浄
寺
住
職
と
吉
利
保
育
園
長
の

中
江
さ
ん
は
、
四
十
年
間
の
保
護
司

と
し
て
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

主
な
仕
事
は
、
刑
務
所
か
ら
仮
釈

放
・
仮
出
所
し
た
人
の
保
護
観
察
や

社
会
復
帰
支
援
。
人
間
が
対
象
で
す

か
ら
対
象
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

の
は
難
し
い
で
す
が
、
立
派
に
更
正

し
て
社
会
復
帰
を
し
て
い
く
姿
を
見

る
と
き
が
一
番
嬉
し
い
瞬
間
で
す
。

元
国
鉄
職
員
の
大
知
さ
ん
は
、
三

十
八
年
間
の
鉄
道
マ
ン
と
し
て
の
功

労
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
単
光
章
を
受

章
し
ま
し
た
。

中
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
福
岡

県
の
志
免
駅
に
配
属
さ
れ
、
そ
の
後

九
州
内
の
駅
や
車
両
基
地
に
勤
務
し

ま
し
た
。
主
な
仕
事
は
営
業
。
行
く

先
々
で
地
域
の
人
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら

れ
、
受
章
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
長
を

歴
任
さ
れ
た
川
越
さ
ん
は
三
十
二
年

間
の
農
林
水
産
行
政
の
功
労
が
認
め

ら
れ
、
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
し
ま
し

た
。
転
勤
が
多
く
、
国
内
で
は
東
京

や
北
海
道
な
ど
、
国
外
で
は
セ
ネ
ガ

ル
の
日
本
大
使
館
に
勤
務
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
職
場
の
同
僚
や
先

輩
、
そ
の
地
域
の
人
々
に
お
世
話
に

な
り
、
ま
た
家
族
の
理
解
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
の
受
章
。
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

地
域
の
振
興
発
展
に
尽
力
し
22
年

中
原

浩
さ
ん（
88
歳
伊
集
院
町
麓
東
）

保
護
司
と
し
て
40
年

中
江

敞
さ
ん（
70
歳
日
吉
町
吉
利
）

農
林
水
産
行
政
に
携
わ
り
32
年

川
越

一
捉
さ
ん（
72
歳
伊
集
院
町
上
之
馬
場
）

鉄
道
の
安
全
を
守
り
38
年

大
知

三
郎
さ
ん（
77
歳
伊
集
院
町
大
田
）

荒木幹二郎さん
（77歳 東市来町美山）

西郷 隆文さん
（59歳 日吉町日置）

　日置市には優れた職人技、
技術を持ち、産業の振興
や社会に貢献している優
秀な技能者がいます。 
　今回受賞された荒木陶
窯の荒木さんと日置南洲
窯の西郷さんが12月6日、
市役所を表敬訪問しました。 

▲ 左下から西郷隆文さん、荒木幹二郎さん、荒木秀樹さん
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伊集院伊集院伊集院伊集院伊集院情報をお寄せください

▲ トラクターの操作を教える川畑さん（写真右）

十
月
二
十
六
日
、
飯
牟
礼
小
学
校

で
市
国
際
交
流
員
の
金
さ
ん
（
韓
国
）、

ザ
カ
リ
ア
さ
ん
（
マ
レ
ー
シ
ア
）、

南
さ
つ
ま
市
国
際
交
流
員
の
黄
偉
（
ホ

ワ
ン
・
ウ
ェ
イ
）
さ
ん
（
中
国
）
と

の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
は
、
同
校
で
取
り
組
ん

で
い
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活

用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
ア
ジ
ア
の

国
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
国
際

感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
二
・

三
校
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
校
時
は
、五
・
六
年
生
が
そ
れ
ぞ

れ
韓
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
中
国
の
教
室

に
分
か
れ
て
授
業
。三
校
時
は
一
年

生
か
ら
四
年
生
が
体
育
館
で
交
流
を

行
い
ま
し
た
。交
流
で
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
文
化
や
産
業
、小
学
生
の
話

な
ど
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
来
日
し
た
ば
か
り

の
マ
レ
ー
シ
ア
青
年
研
修
生
（
六
期

生
）
も
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

総
合
学
習
の
時
間
を
活
用
し
て
国
際
交
流

十
一
月
三
日
、
伊
集
院
地
域
文
化

祭
が
伊
集
院
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

文
化
祭
で
は
、
舞
踊
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
で
観
客
を
魅
了
し
、

同
時
開
催
さ
れ
た
中
央
公
民
館
前
広

場
で
の
「
か
し
こ
い
消
費
者
大
会
」

で
は
青
空
市
場
や
食
事
コ
ー
ナ
ー
な

ど
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
文
化
の

秋
、
芸
術
の
秋
を
十
分
に
楽
し
み
ま

し
た
。

十
一
月
十
五
日
、
伊
集
院
文
化
会

館
で
市
内
の
小
・
中
学
校
音
楽
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
に
は
市
内
二
十
七
校
の
生

徒
が
参
加
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
二
日
、伊
集
院
文
化

会
館
で
平
成
十
六
年
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

「
バ
カ
の
壁
」の
著
者
で
あ
る
養
老
猛

司
さ
ん
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
日
置
地
区「
講
演
を
聴
く
会
」

の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、会
員

に
な
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

十
一
月
四
日
、
県
立
鴨
池
陸
上
競

技
場
で
Ｋ
Ｋ
Ｂ
鹿
児
島
放
送
な
ど
が

主
催
す
る
Ｋ
Ｋ
Ｂ
小
学
生
陸
上
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
６
が
行
わ
れ
、
伊
集
院

町
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
選
手
が

見
事
入
賞
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
5
・
6
年
男
子
走
高
跳
 

４
位

高
倉

宏
輔

▼
6
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
 

３
位

山
下

雄
也

▼
2
年
女
子
1
0
0
ｍ
 

３
位

森

わ
か
な

▼
1
・
2
年
女
子
4
0
0
ｍ
リ
レ
ー
 

１
位

下
田
平

彩
七

大
迫

優
歌

赤
間

純
奈

森

わ
か
な

芸
術
の
秋
を
堪
能

▲ 南さつま市国際交流員の黄さんの授業 ▲ マレーシアの遊びなどで交流を深めました

飯牟礼小
国際交流

地域
文化祭

市
小
・
中
学
校
音
楽
発
表
会

日
置
地
区「
講
演
を
聴
く
会
」

左
上
か
ら
山
下
雄
也
く
ん
、高
倉
宏
輔
く
ん

左
下
か
ら
森
わ
か
な
さ
ん
、下
田
平
彩
七
さ
ん

大
迫
優
歌
さ
ん
、赤
間
純
奈
さ
ん

▲

こ
れ
ま
で
吹
上
地
域
で
取
り
組
ん

で
い
た
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
を
、

今
回
か
ら
市
全
体
に
広
げ
、
初
め
て

の
旅
行
生
が
去
る
十
一
月
八
日
と
九

日
の
二
日
間
、
日
置
市
を
訪
れ
ま
し

た
。訪

れ
た
の
は
、
東
京
都
八
王
子
市

の
都
立
富
士
森
高
等
学
校
の
二
年
生

二
百
八
十
人
の
う
ち
、
三
ク
ラ
ス
百

二
十
人
を
市
内
の
四
十
一
世
帯
で
受

け
入
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
吹
上
中
央
公
民
館

で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
し
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
分
散
し
、
市
役

所
な
ど
で
受
け
入
れ
農
家
と
対
面
し
、

早
速
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
で
の
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
み
か
ん
狩
り
や
芋

ほ
り
体
験
、
酪
農
家
で
の
搾
乳
体
験

や
バ
タ
ー
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
、

炭
焼
き
体
験
、
畑
で
ト
ラ
ク
タ
ー
に

乗
っ
て
の
作
業
な
ど
、
都
会
で
体
験

で
き
な
い
農
村
地
域
な
ら
で
は
の
多

く
の
貴
重
な
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
全
て
の
事
が
初
め
て

の
体
験
。
日
吉
で
は
、
農
家
の
指
導

を
受
け
二
人
の
女
子
生
徒
が
ト
ラ
ク

タ
ー
に
乗
っ
て
作
業
を
始
め
ま
し
た
。

か
ね
て
は
無
口
で
、「
自
分
か
ら
ほ

と
ん
ど
話
す
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、

今
日
は
本
当
に
生
き
生
き
と
し
て
ま

す
よ
‥
。」
と
、
担
任
の
先
生
も
生

徒
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
姿
に
目
を
細

め
、
生
徒
以
上
に
実
に
満
足
気
な
様

子
で
し
た
。

そ
の
日
の
夕
方
は
、
東
シ
ナ
海
に

沈
む
夕
日
を
見
に
出
か
け
、
貝
掘
り

や
打
ち
寄
せ
る
波
打
ち
際
で
は
し
ゃ

ぐ
姿
は
と
て
も
生
き
生
き
と
し
て
、

夕
日
を
眺
め
な
が
ら
感
動
の
一
瞬
を

味
わ
い
ま
し
た
。
取
れ
た
貝
は
、
翌

朝
の
貝
汁
に
し
て
食
べ
た
そ
う
で
す
。

伊
集
院
の
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
員

の
草
原
ま
ゆ
み
さ
ん
宅
に
宿
泊
し
た

女
子
生
徒
の
三
人
は
、
朝
六
時
前
に

起
き
て
、
六
時
三
十
分
か
ら
豆
腐
作

り
に
挑
戦
。
出
来
た
て
の
豆
腐
を
パ
ッ

ク
に
入
れ
る
作
業
を
行
い
、
眠
気
を

よ
そ
に
と
て
も
要
領
よ
く
こ
な
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
餅
を
つ
い

て
、
女
子
生
徒
な
ら
で
は
の
器
用
さ

で
、
丸
も
ち
や
あ
ん
こ
も
ち
を
作
っ

た
り
し
な
が
ら
、
指
導
し
た
生
活
研

究
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
と
楽
し
く
、

加
工
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
午
後
三
時
か
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス
ご
と
に
地
域
の
集
会

施
設
に
集
ま
り
、
生
徒
と
受
入
世
帯

が
一
緒
に
な
っ
て
の
夕
食
作
り
を
行

い
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
煮
し
め

や
炊
き
込
み
ご
飯
な
ど
の
田
舎
料
理

を
共
に
味
わ
い
な
が
ら
お
別
れ
会
が

開
催
さ
れ
、
わ
ず
か
二
日
間
の
交
流

で
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
話

や
苦
労
話
な
ど
、
生
徒
と
受
入
世
帯

が
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。生

徒
た
ち
を
見
送
る
と
き
に
は
、

感
極
ま
っ
て
目
に
い
っ
ぱ
い
の
涙
を

た
め
た
子
ど
も
た
ち
が
、
お
世
話
に

な
っ
た
受
入
世
帯
の
皆
さ
ん
と
し
っ

か
り
と
握
手
し
な
が
ら
別
れ
る
姿
は
、

と
て
も
感
動
的
で
し
た
。

生
徒
た
ち
が
、
わ
ず
か
二
日
間
で

得
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
、
受
入

世
帯
と
し
て
生
徒
に
満
足
し
て
も
ら

え
た
の
か
、
生
徒
が
帰
っ
た
後
も
心

残
り
が
し
た
皆
さ
ん
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
今
、
生
徒
た
ち
や
生
徒
の
両

親
か
ら
電
話
や
お
礼
の
手
紙
が
届
い

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
農
業
や
地
域
の
素
材
（
資

源
・
自
然
）
を
結
び
付
け
た
地
域
活

性
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
修
学
旅
行
の
受
入
れ
や

農
家
民
泊
体
験
な
ど
各
種
事
業
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
に
興
味
が
あ
り
受
け
入
れ
を
希
望

さ
れ
る
農
家
・
非
農
家
の
方
は
、
本

庁
農
林
水
産
課
（
内
線
一
一
五
一
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲ 江口蓬莱館へ出荷のお手伝い（東市来）

▲ バスが見えなくなるまで見送りました

▲ 楽しそうに豆腐作りに挑戦（伊集院）

▲ いも掘り収穫（吹上）

不
安
顔
か
ら
笑
顔
に
… 

い
よ
い
よ
最
後
の
お
別
れ 

「
観
光
型
」 

か
ら 

「
体
験
型
」 

へ 
日
置
市
の
食
文
化
と
自
然
を
満
喫
！ 

東
京
都
か
ら
修
学
旅
行
生
を
受
け
入
れホワン
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▲ こけけホールステージで披露された「芸能発表」

▲ かわいらしい子どもたちの演技▲「グラスアート」の展示コーナー

▲ 家族で「手ひねり体験」に挑戦！

▲ 期間中は県道も多くの来場者と車で混雑

十
一
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
の
四

日
間
、
薩
摩
焼
の
里｢
美
山｣

で
第

二
十
一
回
美
山
窯
元
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

開
催
期
間
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
秋
の
美
山
を
散
策
し

な
が
ら
、
十
三
の
窯
元
と
五
つ
の
工

房
な
ど
で
、
お
目
当
て
の
品
を
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。

毎
回
好
評
の
ろ
く
ろ
、
手
ひ
ね
り
、

絵
付
け
が
で
き
る
薩
摩
焼
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
連
日
、
子
ど
も
連
れ
の

家
族
な
ど
が
作
陶
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、

三
日
と
五
日
に
行
わ
れ
、
各
窯
元
や

工
芸
品
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
、

店
頭
価
格
の
半
額
以
下
で
次
々
と
落

札
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
た
美
山
窯
元
祭
り
は
、
地
域

の
人
や
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
大
盛
況
の
下
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
ご
苦

労
様
で
し
た
。

さ
わ
や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で

の
五
日
間
、
第
二
回
東
市
来
地
域
文
化
祭
が
、
東
市
来
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
観
覧
し

ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
公
民
館
講
座
生
な
ど
に
よ
る
書
道
・
絵

画
・
押
し
花
・
水
墨
画
等
の
す
ば
ら
し
い
作
品
が
展
示
。
会
場

を
訪
れ
た
人
の
目
を
く
ぎ
付
け
に
し
て
い
ま
し
た
。

三
日
に
は
、
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
、
日
本
舞
踊
、
詩
吟
、
マ

ジ
ッ
ク
、
和
太
鼓
、
太
極
拳
な
ど
二
十
三
団
体
に
よ
る
多
彩
な

演
技
が
披
露
さ
れ
、
六
百
人
ほ
ど
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

韓国の世界遺産を探索
韓
国
の
文
化
に
触
れ
る
こ

と
や
韓
国
の
人
々
と
の
交
流

を
深
め
よ
う
と
、
十
月
二
十

日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
二
泊

三
日
の
日
程
で
韓
国
文
化
体

験
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
十
八
人
で
、
慶

州
市
に
あ
る
世
界
遺
産
の
仏

国
寺
・
石
窟
庵
・
天
馬
塚
な

ど
を
見
学
。
壮
大
か
つ
繊
細

な
建
造
物
に
驚
き
と
感
動
を

覚
え
ま
し
た
。

大
邱
市
で
は
、
シ
ル
バ
ー

コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
を
行
い
、
韓
国
の
文
化
や

生
活
習
慣
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
の
古
川
和
史
さ
ん
は
、｢

韓

国
は
二
回
目
で
す
。
大
邱
市
の
皆
さ

ん
の
心
温
ま
る
も
て
な
し
に
感
動
し

ま
し
た
。
隣
国
で
あ
る
韓
国
と
の
交

流
が
深
ま
る
よ
う
願
い
ま
す｣

と
話

し
て
い
ま
し
た
。

！

文
化
の
日

芸
術
の
秋
を
満
喫

東
市
来
地
域
文
化
祭

▲ バンド演奏などで盛り上がった「イベント広場」

▲ 窯元巡りで美山を堪能

▲「チャリティーオークション」出品作品を品定めする来場者

▲ 陶工の指導を受け「ろくろ体験」に挑戦！

陶
郷
の
里「
美
山
」に

10
万
７
千
人
の
人
出
！

て

ぐ

▲ 世界遺産「天馬塚」で記念写真

世界遺産「仏国寺」を見学する参加者

▲

韓国文化
体験交流



▲ 大勢の人出でにぎわった「深固院ひろば」
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日 吉日 吉日 吉日 吉日 吉情報をお寄せください

し
ん
こ
団
子
の
伝
統
を
守
り
引
き
継
ぐ「
竹
の
子
グ
ル
ー
プ
」の
み
な
さ
ん

▲

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の「
郷
土
芸
能
発
表
」

▲

関
東
吉
利
会
が
、
十
月
二
十
二
日

に
東
京
都
内
の
三
州
倶
楽
部
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
吉
利
会
は
、
関
東
周
辺
在
住

の
旧
吉
利
村
の
出
身
者
が
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
明
治
時
代
か
ら

続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

当
日
は
、
関
東
周
辺
の
会
員
や
日

置
市
か
ら
の
参
加
者
六
十
五
人
が
出

席
し
、
昔
話
や
現
在
の
地
域
の
事
な

ど
に
話
が
咲
き
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
九
日
、
扇
尾
地
区
に
あ
る
深
固
院
ひ
ろ
ば

で
、
恒
例
の
深
固
院
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
は
、
前
日
か
ら
の
雨
が
心
配
さ
れ
る
中
、
予
定

通
り
午
前
十
時
か
ら
関
係
者
や
地
域
住
民
が
参
列
し
法

要
が
行
わ
れ
、
郷
土
芸
能
「
虚
無
僧
躍
り
」
の
奉
納
、

各
種
団
体
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
二
十
四
種
類
）

が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、「
そ
の
昔
、
石
屋
真
梁
和
尚
が
農
民
た

ち
を
励
ま
す
た
め
に
、
落
ち
穂
を
拾
っ
て
団
子
を
作
り
、

慰
め
喜
ば
せ
、
和
尚
が
こ
の
団
子
を
深
固
団
子
と
言
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
「
し
ん
こ
団
子
」
の
始
ま

り
で
す
」
と
、
し
ん
こ
団
子
発
祥
の
地
と
し
て
の
由
来

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

一
年
ぶ
り
の
再
会

話
に
花
が
咲
く
！

関
東
吉
利
会

扇尾地区
深 固 院

深 固 院 祭 り第14回

し
ん

こ

だ

ご

吉
利
物
産
店

コ
ス
モ
ス
祭
り
を
開
催

餅
つ
き
大
会
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
！

十
一
月
四
日
、
国
道
二
七
〇
号
沿

い
に
あ
る
吉
利
物
産
店
で
、
第
二
回

コ
ス
モ
ス
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
店
内

外
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
も
と
、
開
店

早
々
か
ら
大
勢
の
買
物
客
が
訪
れ
、

つ
き
た
て
の
お
餅
や
地
元
で
取
れ
た

新
鮮
で
安
心
安
全
な
野
菜
を
買
い
求

め
た
り
、
物
産
店
横
の
き
れ
い
に
咲

い
た
コ
ス
モ
ス
畑
を
眺
め
た
り
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

十
一
月
十
九
日
、
南
区
自
治
会
の

青
壮
年
部
と
子
ど
も
会
が
合
同
で
、

環
境
美
化
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地

域
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
会
で
は
、
自
治
公
民
館
の

花
壇
の
清
掃
と
花
苗
の
植
付
け
後
、

自
転
車
道
路
（
日
吉
〜
加
世
田
）
や

国
道
二
七
○
号
沿
い
の
空
き
缶
と
空

き
瓶
拾
い
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
青
壮
年
部
は
、
地
域
内
全

て
の
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
の
清
掃
と
、
草

や
竹
・
木
な
ど
が
歩
道
や
車
道
に
出

て
き
て
通
行
の
邪
魔
に
な
っ
た
り
見

通
し
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
場

所
を
伐
採
す
る
な
ど
、
子
ど
も
や
車

な
ど
が
安
全
に
通
れ
る
よ
う
地
域
の

美
化
に
努
め
ま
し
た
。

今
別
府
さ
ん
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

統
計
調
査
へ
の
功
績
を
評
価

十
一
月
二
十
二
日
、
第
十
六

回
鹿
児
島
県
統
計
大
会
に
お
い

て
、
日
吉
地
域
の
統
計
調
査
員

と
し
て
、
長
年
従
事
し
て
い
る

今
別
府
利
行
さ
ん
が
、
統
計
功

労
者
と
し
て
総
務
大
臣
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

今
回
、
受
賞
さ
れ
た
今
別
府

さ
ん
は
、
平
成
十
四
年
か
ら
毎

年
国
が
実
施
す
る
労
働
力
調
査

の
調
査
員
と
し
て
、
ま
た
他
の

統
計
調
査
調
査
員
と
し
て
も
従

事
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

表
彰
状
を
手
に
受
賞
を
喜
ぶ
今
別
府
さ
ん

▲

▲ 公民館花壇の花苗植付け▲ 自転車道の空き缶・空き瓶拾い

▲ ロードミラーの清掃

南 区
自治会

子どどもも会とと青壮年部合同で、青壮年部合同で、
地域美化活動地域美化活動

子ども会と青壮年部合同で、
地域美化活動
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せください

雨
中
の
人
馬
、さ
っ
そ
う
と

伊
作
流
鏑
馬
奉
納

一
五
三
八
年
に
島
津
忠
良
公
が
戦

勝
を
祈
願
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

る
伊
作
流
鏑
馬
が
十
一
月
二
十
三
日
、

大
汝
牟
遅
神
社
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

射
手
は
高
田
利
文
さ
ん
（
小
野
）

と
益
満
太
さ
ん
（
浜
田
中
）。
一
時
、

奉
納
が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
の
風
雨
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
切
り
裂
く

よ
う
に
、
人
馬
は
さ
っ
そ
う
と
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

疾
走
後
、
魔
よ
け
に
な
る
と
い
わ

れ
る
的
が
配
ら
れ
る
と
、
見
物
客
が

わ
れ
先
に
求
め
て
い
ま
し
た
。

伊
作
流
鏑
馬
は
宮
内
、
宮
下
両
家

の
世
襲
で
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
同
保
存
会
（
飛
田
尚
文
会
長
）

が
継
承
し
て
い
ま
す
。

四
武
道
競
技
で
熱
戦 

同
日
、
流
鏑
馬
行
事
体
育
大
会
が

吹
上
浜
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
吹

上
地
域
関
係
の
主
な
成
績
は
以
下
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

■
剣
道
【
団
体
】
○
小
学
五
・
六
年

二
位
…
天
昌
、
三
位
…
和
田
○
中
学

三
位
…
吹
上
中
【
個
人
】
○
小
学
四

年
二
位
…
尾
脇
昌
吾
、
三
位
…
東
知

輝
○
小
学
六
年
二
位
…
坂
口
秋
恵
、

三
位
…
熊
野
央
一
■
柔
道
【
団
体
】

○
中
学
三
位
…
吹
上
中
○
中
学
女
子

二
位
…
吹
上
中
○
高
校
三
位
…
吹
上

高
【
個
人
】
中
学
一
年
三
位
…
原
口

拳
太
■
銃
剣
道
【
個
人
】
39
歳
以

下
一
位
…
今
村
圭
介
、
三
位
…
鍛
冶

屋
光
俊

■
弓
道
…
入
賞
該
当
な
し

平
成
の
大
改
修
完
工 

流
鏑
馬
が
奉
納
さ
れ
る
大
汝
牟
遅

神
社
の
大
改
修
が
完
工
し
十
月
二
十

八
日
、
奉
告
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

社
殿
は
築
後
お
よ
そ
六
十
年
が
経

過
、
老
朽
化
が
進
み
雨
漏
り
が
激
し

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
事

業
委
員
会
を
設
立
、
地
元
酒
造
会
社

と
建
設
会
社
が
支
援
し
、
大
改
修
が

実
現
し
た
も
の
で
す
。

祭
に
は
氏
子
ら
約
六
十
人
が
出
席
。

鮮
や
か
な
朱
色
の
本
殿
で
は
神
舞
も

披
露
さ
れ
、
改
修
を
祝
い
ま
し
た
。

▼ 熱戦を繰り広げる体育大会▼ 鮮やかに改装された大汝牟遅神社

お
お

な

む

ち

吹
上
地
域
文
化
祭
が
十
一
月
四
日

か
ら
二
日
間
、
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
展
示
や
発
表
な
ど
、
創
造
の
成

果
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

同
体
育
館
で
は
丹
精
込
め
た
菊
花

を
は
じ
め
、
絵
画
や
手
芸
が
展
示
、

観
覧
者
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
中
で
も

吹
上
中
一
年
二
組
が
取
り
組
ん
だ
モ

ザ
イ
ク
画
に
は
足
が
止
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

ホ
ー
ル
で
は
日
舞
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

詩
吟
な
ど
和
洋
の
芸
能
が
発
表
さ
れ
、

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

吹
上
高
校
（
団
増
忠
人
校
長
）
全

校
生
徒
が
十
一
月
十
七
日
、
金
峰
山

ま
で
の
遠
行
に
挑
み
ま
し
た
。

毎
日
校
舎
か
ら
仰
ぐ
金
峰
山
は
は

る
か
14
㎞
先
。
生
徒
は
道
中
、
保

護
者
や
Ｏ
Ｂ
ら
の
も
て
な
し
を
受
け

な
が
ら
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
走
っ

た
り
、
歩
い
た
り
。

自
ら
の
足
で
ふ
る
さ
と
を
踏
み
し

め
な
が
ら
完
歩
し
ま
し
た
。

吹
高
生
28
㎞
を
完
歩

創造の成果が
一堂に

第31回
吹上地域文化祭

金峰山
遠行

婚
姻
五
十
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
す
る
、
第
二
十
九
回
吹

上
地
域
合
同
金
婚
式
が
十
一
月
十
七
日
、
吹
上
砂
丘
荘
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
年
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
は
二
十
八
組
で
、
合

同
金
婚
式
に
は
二
十
一
組
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
婚
姻
し
た
金
婚
者
を
代
表
し
て
丸

山
正
和
さ
ん
、
幼
子
さ
ん
ご
夫
妻
（
坂
元
）
が
横
山
助
役
夫
妻
を
媒

酌
人
に
、
長
生
き
の
盃
を
受
け
、
出
席
者
一
組
ず
つ
に
祝
詞
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

下
園
忠
さ
ん
（
東
宮
内
）
は
「
戦
中
戦
後
の
波
乱
万
丈
を
思
う
と

感
慨
深
い
。
こ
の
歳
月
を
心
の
支
え
に
、
地
域
発
展
に
努
力
し
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
に
始
ま
っ
た
合
同
金
婚
式
。
今
回
ま
で
で
一
、
三

〇
八
組
を
祝
い
ま
し
た
。

仲
む
つ
ま
じ
く
50
年
第
29
回
吹
上
地
域

合

同

金

婚

式

11月19日に開催された和田地区文化祭で、和田

小ＰＴＡおやじの会（大迫成人会長）10人による「ひ

まわりおやじ太鼓」がデビューしました。

子どもとのふれあいだけでなく父親独自の活動をと、

太鼓経験のある古河校長の指導を受け９月から毎週

金曜日に練習を重ねてきたもの。

当日は地区民250人の前で堂々と演奏。衣装には

｢父ちゃんだってやるときゃやるさ｣の文字が。

吹
上
の
農
産
物
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
十
一
月
一

日
、
伊
作
小
学
校
で
食
育
出
前
講
座
が
あ
り
ま
し

た
。
三
年
生
へ
の
講
師
を
務
め
た
の
は
、
ア
ス
パ

ラ
生
産
者
の
森
下
惠
介
さ
ん
（
西
宮
内
）
と
甘
藷

生
産
者
の
西
園
一
幸
さ
ん
（
入
来
）。

二
人
は
土
、
水
、
太
陽
の
大
切
さ
を
教
え
な
が

ら
「
ア
ス
パ
ラ
は
二
〜
三
月
が
バ
リ
ウ
マ
」「
芋

は
人
間
に
ピ
ッ
タ
リ
の
食
べ
物
」
と
身
振
り
手
振

り
で
講
義
。
児
童
は
い
つ
も
と
違
う
ス
タ
イ
ル
の

授
業
に
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
「
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
は
な
ぜ
白
い
の
」

「
芋
は
何
種
類
あ
る
の
」
と
矢
継
ぎ
ば
や
に
質
問

の
手
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ウ
チ
の
コ
自
慢
！
ペ
ッ
ト
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
福
添
カ

ヨ
さ
ん
が
特
別
賞
（
第
三
位
相
当
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

テ
ス
ト
は
九
州
・
西
中
国
地
区
で
開
催
さ
れ
、
応
募
四
、
七
〇
〇
点

余
り
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
作
品
は
愛
犬
リ
キ
と
毎
日
散
歩
す
る
吹

上
浜
で
今
夏
、
撮
っ
た
も
の
。

福
添
さ
ん
は
「
大
好
き
な
吹
上
浜
の
写
真
が
選
ば
れ
て
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ペットの写真コンテスト
2006で福添カヨさん
（下中之里）

愛犬撮ったら特別賞獲った

父ちゃんだって、やるさ
和田小ひまわりおやじ太鼓堂々デビュー

伊
作
小
で
食
育
出
前
講
座

お
い
し
い
吹
上
学
ん
だ
よ



（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

下
池

元
翔

健
治

下
田
尻

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

大
庭

颯
真

達
朗

川
北

大
迫

朱
音

常
信

田
代
西

石
本

直
往

憲
昭

麓
下

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

福
丸

凛
音

誠

八
幡

内
田

綾
乃

純
二

八
幡

日
吉
地
域 
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��

東
市
来
地
域 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

坊
野

シ
ヅ

89

青
松
園

日
吉
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

山
之
内
公
威

91

東
宮
内

山
野

一
子

72

入
来
浜

脇

智
津
子

78

小
野

竪
元

フ
サ

94

新
川
原

内
野
ミ
ツ
エ

95

宮
坂

福
元

清
二

90

西
本
町

岡
元
サ
キ
子

84

苙
岡

岡
元

道
子

72

今
田

永
野

繁

81

永
野

若
松

政
男

86

上
草
田

吉
留
司
郎
四

73

入
来

吹
上
地
域 

伊
集
院
地
域 

伊
集
院
地
域 

このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

新
名
主
晃
生

幸
二

徳
重
東

川
畑

尚
人

人
志

向
江
町

早
段

勇
輝

広
昭

徳
重
東

南

咲
衣
莉

貴
之

朝
日
ヶ
丘

前
園

悠
貴

健
志

妙
円
寺
５
区

片
野

優
大

康
博

朝
日
ヶ
丘

川
路
ひ
な
た

純
一

郡
下

税
所

杏
奈

博
信

川
畑

前
野

絢
咲

博
一

郡
上

大
宮
司
望
羽

秀
一

中
福
良

岸
本

梨
花

本
幸

徳
重
東

田
村

玲
奈

和
弘

妙
円
寺
７
区

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

束
野

良
雄

45

飯
牟
礼
中

里

幸
造

40

天
神
馬
場

大
迫

フ
ミ

84

清
藤

松
永

光
利

79

清
藤

馬
塲

和
幸

63

古
城

新
山

利
美

84

麦
生
田
西

末
吉

松
雄

90

池
田

田
丸

森
二

91

猪
鹿
倉

新
福

ト
ヨ

84

猪
鹿
倉

上
古
立
政
夫

90

中
神
殿

池
田

ス
ミ

80

池
田

早
馬

武
二

86

麦
生
田
下

村
岡

安
子

65

飯
牟
礼
中

脇

純
雄

96

竹
之
山

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

久
保

悟

69

荻

北
之
薗
信
雄

66

田
代
東

米
澤

四
男

75

北
山

有
馬

功

79

秋
光
園

北
山

タ
ミ

80

元
湯

田
淵

久
子

75

田
代
東

児
玉

健
二

80

美
山
上

中
養
母
ケ
サ
ノ

83

野
下

永
山

孝
二

96

城
之
町

室
屋

ユ
キ

80

駅
前

米
澤
ミ
チ
子

83

杉
之
迫

礒
元

洋
子

71

中
央

藤
田

森
雄

84

坂
之
上
下

中
間

ス
ガ

91

柿
之
迫

あ

や

み

あ

か

ね

り
ん

か

な
お

と

ゆ
う

き

は
る

き

あ
ん

な

あ
や

の

り
ん

ね

げ
ん

と

え

い

り

み

は
ね

れ

な

な

お

11
月
受
付
分（
敬
称
略
）

10
月
受
付
分（
敬
称
略
）

11
月
受
付
分（
敬
称
略
）

����� �����	
 ��

こ
う
せ
い

ゆ
う
だ
い

そ
う
し
ん

十
一
月
六
日
、
東
市
来
町
商
工
会

館
に
お
い
て
市
内
の
四
商
工
会
（
東

市
来
、
伊
集
院
、
日
吉
、
吹
上
）
の

合
併
契
約
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
四
商
工
会
会
長
を
始
め

日
置
市
地
区
合
併
協
議
会
委
員
や
行

政
関
係
者
約
四
十
人
が
出
席
す
る
中
、

合
併
協
議
会
会
長
の
宮
内
光
次
東
市

来
町
商
工
会
長
が
「
譲
り
合
い
の
精

神
で
合
併
へ
の
合
意
が
で
き
ま
し
た
。

商
工
業
発
展
の
た
め
い
い
組
織
に
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
協
議
会
経
過

報
告
や
契
約
調
印
書
説
明
の
後
、
宮

路
市
長
と
鹿
児
島
県
商
工
会
連
合
会

手
打
副
会
長
立
会
い
の
も
と
で
、
契

約
調
印
書
に
署
名
調
印
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
十
九
年
四
月
一
日
に
新
し
く

誕
生
す
る
「
日
置
市
商
工
会
」
は
、

会
員
数
約
千
八
十
人
で
伊
集
院
町
商

工
会
を
本
所
と
し
て
、
三
商
工
会
は

そ
れ
ぞ
れ
支
所
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
発
足
に
向
け
設
立
委
員
会

を
つ
く
り
、
組
織
や
人
員
配
置
な
ど

が
協
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

▲ 調印後、笑顔で握手する４町商工会長ら

『
日
置
市
商
工
会
』 

来
春
四
月
一
日
発
足
に
向
け
調
印

鮭のヨーグルト焼きとミルク煮 

⑪ 

【材　料（6人分）】  
鮭のヨーグルト焼き 
・生鮭切り身・・・・・・・・・・・・・・・６切れ
・塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ３
プレーンヨーグルト・・・・・150ｇ
カレー粉・・・・・・・・・・・・・小さじ
ガーリックパウダー・・・小さじ
こしょう・・・・・・・・・・・・・・・・・少々

・片栗粉・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２
・サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
ミルク煮（付け合せ） 
・じゃがいも・・・・・・・・・・・・・・・小２個
・人参・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中１本
・だし汁・・・・・・・・・・・・・・・・・ カップ
・スキムミルク・・・・・・・・・・・大さじ２
・水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ カップ
・サラダ菜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６枚

【作り方】  
①鮭はひと口大に切って塩をふり、A
に20分漬け込む。
②鮭の表面を軽くふき取り、片栗粉を
つけて、多めのサラダ油で焼く。
③付け合せのミルク煮を作る。
１）じゃがいも、人参は７～８㎜の半月切りにし、
だし汁で固ゆでにする。

２）スキムミルクと塩小さじ１／４を加えて弱
火にかけ、煮汁がなくなるまで煮る。焦げ
付かないように注意しながら、鍋を大きく
揺らしてまんべんなく火を通す。

1
2
1
2

1
2

1
2

子育て支援センターは、市から委託を受けて家庭で子育てをしているお母さん方をサポートしているところです。
遊びはもちろんのこと育児相談等各地域様々な活動を行っていますので、育児に息詰まったときや友達づくりに
是非ご参加ください!!
また、それぞれのセンターで発行している通信に、活動内容等について掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

Ａ

曜日毎に活動内容も違い、親子で一緒に楽しく
遊んでいます。
また「あずかっチャオ」は、お母さん同士が子

どもさんを預かり合うことで子育ての輪を広げ、
自分だけで過ごす時間を作っています。

※伊集院・東市来地域では、美山保育園、あづま保育園の園庭を解放し、ブランコ・すべり台などで遊ぶこ
とができます。自宅ではできないダイナミックな遊びを経験できます。（月～金曜日）

第３金曜日は保健福祉課と共催でにこにこママ（育
児教室）を開催したり、年に２～３回は地域のいきいき
サロン（高齢者）に出向いて異世代間交流会を実施して
います。また、年に１回敬老の日前後に、一人暮らしの
お年寄りの家をエンゼルの母子で訪問もしています。

ちゃお（伊集院地域）

平成18年４月に発足したばかりですが、吹上の「い
ちょうの木」や加世田の「ママハピ」という子育てグルー
プ等とも交流を図り楽しく活動しています。月に一
度は母子保健推進員さんもお手伝いしてください
ますが、ボランティアの方も大歓迎です!!

こがめ（吹上・日吉地域）

エンゼル（東市来地域）

月
火
水
木
金

あづま保育園 TEL 273－1277

フリー
あずかっチャオ（第１・３週の２回です）
２歳児～（第１・３週の２回です）
０歳児
１歳児

●10：00～12：00
火
木
金

美 山 保 育 園 TEL 274－0312
東市来保健センター TEL 274－2111

１～２歳児：美山保育園
０～６歳児：東市来保健センター
０～１歳児：東市来保健センター

●10：00～12：00

火
木

支援センター厳浄寺保育園 TEL 296－2178
吹 上 保 健 セ ン タ ー TEL 296－2111

※活動内容に応じて場所が変更することもあります。

フリー（誰でもお気軽にどうぞ）
フリー（誰でもお気軽にどうぞ）

●9：30～11：30
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シリーズ⑲

ひと いきいき

「
湯
之
元
を
活
性
化
さ
せ
た
い
！
」

そ
ん
な
思
い
か
ら
様
々
な
役
職
を
引
き
受
け
て
活
動
し
て
い
る
比
良
さ
ん
。
東
市
来
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
と
ん
ど
に
携
わ
り
、
観
光
協
会
や
商
工
会
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
十
五
年
か
ら
は
〝
が
ん
ば
ろ
う
湯
之
元
会
〞
の
イ
ベ
ン
ト
委
員
長
も
務

め
、
と
う
ろ
う
祭
り
や
夏
祭
り
、
花
火
大
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
十
一
月
二
十
三
日
に
湯
之
元
地
域
内
の
旅
館
や
公
衆
浴
場
を
開
放
し
て
日

帰
り
入
浴
を
し
て
も
ら
い
、
湯
之
元
の
泉
質
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
〝
湯
之
元
温
泉
の
日
〞
と
題

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。「
温
泉
街
の
良
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
湯
之
元
に

人
が
集
ま
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。」
と
話
す
比
良
さ
ん
。

「
イ
ベ
ン
ト
運
営
で
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
地
域
住
民
が
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
。
や
っ
ぱ
り

住
民
全
員
が
参
加
し
て
地
域
が
ま
と
ま
ら
な
い
こ
と
に
は
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
喜
び
と
い
え
ば
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
事
故
が
な
く
、
見
込
ん
だ
以
上
の
お

客
さ
ん
や
住
民
が
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
て
大
盛
況
の
う
ち
に

イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
る
と
、
充
実
感
が
あ
り
、
な
に
よ
り
嬉
し
い
で
す
。
そ
の
後
の
反
省
会
も
盛

り
上
が
り
ま
す
し
ね
。」

イ
ベ
ン
ト
運
営
を
す
る
中
で
、
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
店
を
切
り

盛
り
し
な
が
ら
、
年
間
を
通
し
て
打
合
会
を
開
き
、
様
々
な
人
と
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

何
事
も
惜
し
ま
ず
に
取
り
組
む
比
良
さ
ん
は
、
自
分
を
「
地
域
の
な
ん
で
も
屋
」
と
笑
い
な
が

ら
も
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
な
き
ゃ
地
域
は
活
性
化
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
だ
け
が
進
ん

で
い
く
の
で
は
な
く
、
湯
之
元
全
体
が
前
進
し
て
い
け
る
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
ね
。」
と
、
地
域
を
愛
す
る
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
ぼ
く
の
夢
』 

妙
円
寺
小
学
校
六
年
　
　
西
原
口
　
航 

く
ん 

伊集院町郡 

に

し

は

ら

ぐ

ち

　

　

こ

う

 

　公民館講座で習い始めたのは学生時代にし
ていた書道クラブがきっかけ。講座では今ま
でに4人の先生から教わりました。書道は人に
よって特徴があり、先生が変わるたびに楷書・
行書・叢書の魅力を知ることができました。 
　とにかく言葉が好きで、その言葉に込められ
た思いを感じながら夢中になって書いた作品
には思い出が詰まっています。書道のほかにも、レザーや大正琴、
茶道などたくさんの習い事に参加。そこで出会うことや出会う人
からたくさんのことを学んでいます。 
　多くの人との不思議な縁で、これまでたくさんのことを教わりま
した。これからもいろんなことに挑戦していきたいですね。 

内　　和子　（74歳） さ
ん 

「書　道」 

19

比良 覚
ひ ら さとる

さ
ん［59歳］ 

●平成6年　東市来町商工会理事 
　平成10年　東市来町飲食店組合長 
　平成12年　東市来町観光協会副会長 
　平成15年　がんばろう湯之元会 
　　　　　　（イベント委員長） 

東市来町湯田　（田之湯自治会） 吹上地域の麓自治会の北側にあり、面積が50
㌶に及ぶ南九州でも屈指の巨大な山城です。中心
部の亀丸城（伊作城本丸）では、島津義弘（1535
～ 1619）や、義弘の祖父で戦国島津氏の基礎を
築いた島津忠良（日新公1492～ 1568）等の重
要人物が生まれたとされています。
伊作城は伊作島津家（吹上地域南部を支配）によっ
て、650年ほど前に造られ、戦国時代の末期（約
400年前）まで使われたと推測されています。20
数ヶ所の曲輪（山頂や斜面を削った平坦面）、20
数本の空堀（巨大な溝、敵の侵入を防ぐ）で形成
されています。現在も残る深さ10数メートルの
空堀は実に見事なものです。
亀丸城では、島津義弘の兄弟の義久（島津本家

17代当主）、歳久（日置島津家祖）、家久（永吉
島津家祖）らも生まれたとされています。この４
人の兄弟は、島津氏の悲願であった三州（薩摩、
大隅、日向）の統一を成しとげ、その後、九州の
ほとんどを制覇して島津氏の全盛期を築きました。

〈引用参考文献〉『薩摩国伊作城の縄張図について』三木靖 

くる わ

ふもと

から ぼり

ぼ
く
の
夢
は
、
プ
ロ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
に

な
る
こ
と
で
す
。

ぼ
く
は
お
母
さ
ん
の
一
言
が
き
っ
か
け
で
四
年

生
の
時
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
ま
し
た
。
最

初
は
動
き
が
鈍
か
っ
た
り
、
空
ぶ
り
を
し
た
り
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
け
ど
、
コ
ー
チ
や
他
の
人
か
ら
も
指

導
を
受
け
な
が
ら
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
一
番
き
つ
か
っ
た
の
は
夏
休
み
の
練
習
で
す
。

夏
休
み
は
暑
く
て
だ
ら
だ
ら
し
た
く
な
る
よ
う
な
気
持
ち

で
し
た
。
そ
れ
で
も
負
け
ず
に
最
後
ま
で
練
習
し
、
迎
え

た
初
試
合
で
は
初
勝
利
。
家
族
み
ん
な
で
喜
び
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
今
年
に
入
っ
て
今
ま
で
以
上
に
ぼ
く
は
や
る

気
に
な
り
ま
し
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
好
き
な
気
持
ち
が

高
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
練
習
も
き
つ
く
な
っ
た
け
ど
、

気
合
を
入
れ
て
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
こ
の
前

の
大
会
で
初
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
っ
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
も
っ
と
頑
張
っ

て
、
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

練
習
を
積
み
重
ね
て
、
次
は
目
指
せ
全
国
大
会
。
い
つ

か
必
ず
出
場
し
た
い
で
す
。

伊作城跡（吹上地域） 
い ざ く じ ょ う あ と  

車
で
、本
庁
か
ら
35
分 

吹
上
支
所
か
ら
車
で
5
分 

Access

【日吉地域ALT】 

はじめまして，ジェニファー・バンビです。イギリ
スから2004年８月にALTとして日吉町へ来ました。
東京へは何回も訪れたことがありましたが，鹿児島は
初めてでした。日吉町の人たちはとても親切で，すぐ
にここでの生活に馴染むことができました。最初は，
日吉町内の小中学校へ英語を教えに行っていました。
日吉町の小学校では生徒が少ないので，一人ひとりと
接する機会がとても多く毎回楽しく英語の授業ができ
ます。日吉中学校の生徒は，明るくフレンドリーでいろんなことを教えることが楽しいです。
日置市となってから，妙円寺小学校と土橋中学校にも行くことになりました。日吉町の小学校
をあわせた程の生徒数の大きな妙円時小学校には驚きました。こうして日吉町以外の地域でも
沢山の生徒に会うことができて嬉しいです。
来年の８月にイギリスに帰国するまで，みんなと楽しく過ごし，鹿児島での生活を充実した

ものにしたいと思っています。

･  

▲ 亀丸城（伊作城本丸）跡
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